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Ⅰ　基本事項

事業費 1,967百万円 事業期間 平成22年度～平成28年度

地区の特徴

　琵琶湖は日本列島の中央部に位置し、滋賀県の面積の約6分の1を占める我
が国最大の湖であり、深くて広い「北湖」と浅くて狭い「南湖」に分かれて
いる。琵琶湖には大小約460本の河川が流れ込んでいるが、流れ出るのは瀬田
川と人工の琵琶湖疏水のみである。
　また、琵琶湖は我が国最古の湖でもあり、世界有数の「古代湖」である。
その長い歴史と変化に富む環境により生物相が豊かで、ニゴロブナやホンモ
ロコ、セタシジミ等の固有種も60種以上みられる。

さらに、琵琶湖は古くから、周辺の人々の暮らしと産業活動を支えてお
り、特に琵琶湖の水産物は、「滋賀ならでは」の優れた特産品としてだけで
なく、水産業をはじめ、多くの産業を支えている。琵琶湖漁業は縄文・弥生
の時代から発展しており、漁獲される湖魚を利用した、ふなずしを代表とす
る独自の食文化が育まれている。

２．事業概要

事業目的

　本地区は、昭和20年代には約260haの水ヨシ帯が存在し、ニゴロブナやホン
モロコ等のコイ科魚類が安定して漁獲されていたが、湖辺の開発等により
徐々に減少し、平成15年には68haまで減少した。また、治水および利水を目
的とした瀬田川洗堰操作規則が平成4年に策定されたことにより、人為的に水
位が下げられ、湖辺に産み付けられた卵が干出する等の影響も出ている。加
えて、本地区の南湖は、ニゴロブナやホンモロコの産卵・繁殖の場であると
ともに、セタシジミの主要な漁場であったが、湖底環境の悪化（砂地の減少
と泥化）により、資源量は減少傾向にあり、現在、セタシジミは漁獲されて
いない。
　このため、水位低下に対応した水ヨシ帯を造成することにより、ニゴロブ
ナをはじめとした多様な生き物の産卵・繁殖の場を整備し、資源の回復を図
る。また、南湖の水ヨシ帯に隣接する沖合に、ヨシ帯から連続した砂地を造
成することで、ホンモロコやセタシジミの良好な生息空間（漁場）を創出
し、資源の回復を図る。

主要工事計画 着定基質（砂地造成）39ha、区画施設（ヨシ帯造成）5.4ha

主な漁業種類 貝曳網漁業、刺網漁業 主な魚種
セタシジミ、ホンモロコ、
ニゴロブナ

漁業経営体数 286 経営体 組合員数 286 人

登録漁船隻数 － 隻 利用漁船隻数 隻

漁港名（種別） － 漁場名 下笠沖漁場 他3漁場

陸揚金額 208

事後評価書（完了後の評価）

都道府県名 滋賀県

事業名 水産環境整備事業水産資源環境整備事業

関係市町村 草津市 他9市

地区名 琵
ビ

琶
ワ

湖
コ

Ⅱ
ニ

期
キ

事業主体 滋賀県

百万円 陸揚量 113 トン

１．地区概要
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Ⅱ　点検項目

Ⅲ　総合評価

４．事業実施による環境の変化

1.24
現時点の
Ｂ／Ｃ

1.05
※別紙「費用対効果分析集
計表」のとおり

平成21年評価時の
費用便益比Ｂ／Ｃ

ニゴロブナやホンモロコは、事業開始前より資源量が増加しているものの、安定して漁獲
するためには、ヨシ帯や砂地の造成を継続して実施し、さらなる資源の回復を図る必要があ
る。
　また、シジミ稚貝の増加傾向はみられるものの、水草の異常繁茂等の突発的な湖底環境の
悪化により、漁獲対象のシジミの資源量の回復にはつながっていない。このため周辺の水草
刈り取りや湖底耕耘により湖底環境の保全を図りつつ、引き続き砂地の造成を実施すること
で、シジミ資源の増加と漁業の再開を目指す。

６．今後の課題

１．費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化

ホンモロコの漁獲量が事業開始前と比較して約20トン増加しており、砂地造成によるホン
モロコの漁獲可能資源の維持・培養効果と漁業外産業への効果が増加したほか、ニゴロブナ
加工品(ふなずし)の価格の高騰により、ヨシ帯造成による漁業外産業への効果が増加した。
　一方で、ニゴロブナやホンモロコの水揚単価が事業前と比べて下落したことにより、漁獲
可能資源の維持・培養効果が減少した。また、事業実施後に、水草の異常繁茂等による突発
的な湖底環境の悪化により、シジミ稚貝の大量死が発生し、造成漁場におけるシジミ漁が引
き続き困難な状況のため、シジミ増産による漁獲可能資源の維持・培養効果や漁業外産業へ
の効果については、事前に見込んだ効果が発揮されておらず、便益額が減少している。

ヨシ帯造成においては、ニゴロブナ0歳魚資源尾数調査結果から算定されるニゴロブナの増
産量は当初想定を上回っており、琵琶湖全体のニゴロブナの漁獲量は、事業開始前と比較し
て約5トン増加している。
　また、砂地造成においても、ホンモロコの漁獲量が事業開始前と比較して約20トン増加し
ており、資源量も大きく増加している。
　加えて、現時点での費用対効果分析の結果は1.0を上回っており、一定の効果発現が見られ
る。

２．事業効果の発現状況

３．事業により整備された施設の管理状況

　本事業により整備された施設は、管理を公益財団法人滋賀県水産振興協会に委託してお
り、各漁場とも適正に管理されている。

　本事業では、ニゴロブナの産卵場、稚仔魚育成場、成育域として重要な役割を担う水ヨシ帯の
造成、およびセタシジミやホンモロコにとって良好な生息環境となり、自然環境保全機能を有す
る砂地の造成を実施した。
　事業実施の結果、事業着手前の漁獲量と比べ、ニゴロブナは約5トン、ホンモロコは約20トン
漁獲量が増加しており、当地域における漁獲可能資源は回復傾向にある。また、「漁獲可能資源
の維持・培養効果」をはじめ、「漁業外産業への効果」、「自然環境保全・修復効果」の貨幣化
が可能な効果について、費用対効果分析を行ったところ、1.0を超えており、経済効果が確認さ
れている。
　以上の結果から、本事業は当地区において、漁業経営の安定・向上および地域産業の活性へ寄
与するものとなっており、想定した事業効果の発現が認められた。

５．社会経済情勢の変化

　漁業従事者の高齢化や漁業集落での人口減少により、漁業の担い手不足が課題となるな
か、県内の16の漁協が合併して新たな組合が設立された一方で、就業希望者の受け入れのた
めの体制確保や研修事業の充実等により、新規就業者の確保に努めており、これらの担い手
が持続的に漁業生産活動を営めるよう、漁場環境の整備により水産資源の回復が重要となっ
ている。

７．事業の投資効果が十分見込まれたか

ヨシ帯造成に伴い静穏域が新たに確保され、ニゴロブナ等の水産動植物が成育しており、
漁場の再生効果が見られる。また、砂地造成に伴い良好な生息空間が新たに創出され、ホン
モロコ等の水産動物が増加しており、漁場の再生効果が見られる。
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１　基本情報

２　評価項目

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

計（総便益額）　 　Ｂ 千円

総費用額（現在価値化）　　Ｃ 千円

費用便益比　 　Ｂ／Ｃ

３　事業効果のうち貨幣化が困難な効果

⑩自然環境保全・修復効果

0

4,722,610

⑭その他

814,350

0

1.05

生活環境の向上

地域産業の活性化

自然保全・文化の継承

⑦漁業外産業への効果

⑧生命・財産保全・防御効果

⑨避難・救助・災害対策効果

4,518,910

0

非常時・緊急時の対処

・自然景観効果
・湖岸浸食防止効果

0

0

395,151

0

0

便
益
の
評
価
項
目
及
び
便
益
額

①水産物生産コストの削減効果

②漁獲機会の増大効果

③漁獲可能資源の維持・培養効果

費用対効果分析集計表

都道府県名

事業名

地区名 琵琶湖Ⅱ期
　ビワコニキ

滋賀県

水産環境整備事業
砂地：30年
ヨシ帯：10年

施設の耐用年数

3,513,109

漁業就業環境の向上 ⑤漁業就業者の労働環境改善効果

その他
0

⑪景観改善効果

⑫地域文化保全・継承効果

⑬施設利用者の利便性向上効果

⑥生活環境の改善効果

0

評価項目

水産物の生産性向上

便益額（現在価値化)

④漁獲物付加価値化の効果

0

0



水産環境整備事業 琵琶湖Ⅱ期地区 事業概要図 【整理番号12】

事業主体：滋賀県
主要工事計画：

着定基質（砂地造成）39ha
下笠沖漁場

区画施設（ヨシ帯造成）5.4ha 
赤野井湾漁場
湖北漁場
湖西漁場

事業費：1,967百万円
事業期間：

平成22年度～平成28年度

区画施設（ヨシ帯造成）
湖西漁場 2.9ha

区画施設（ヨシ帯造成）
赤野井湾漁場 1.2ha

着定基質（砂地造成）
下笠沖漁場 39ha

区画施設（ヨシ帯造成）
湖北漁場 1.3ha高島市

長浜市

米原市

彦根市

近江八幡市

東近江市守山市

野洲市

草津市

大津市
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１．事業概要

（１） ：

（２） ：

（３） ：

（４） ：

琵琶湖Ⅱ期地区　水産環境整備事業の効用に関する説明資料

事 業 目 的 　本地区は、昭和20年代には約260haの水ヨシ帯が存在し、ニゴロブナやホン
モロコ等のコイ科魚類が安定して漁獲されていたが、湖辺の開発等により
徐々に減少し、平成15年には68haまで減少した。また、治水および利水を目
的とした瀬田川洗堰操作規則が平成4年に策定されたことにより、人為的に水
位が下げられ、湖辺に産み付けられた卵が干出する等の影響も出ている。加
えて、本地区の南湖は、ニゴロブナやホンモロコの産卵・繁殖の場であると
ともに、セタシジミの主要な漁場であったが、湖底環境の悪化（砂地の減少
と泥化）により、現在ではセタシジミは漁獲されていない。
　このため、水位低下に対応した水ヨシ帯を造成することにより、ニゴロブ
ナをはじめとした多様な生き物の産卵・繁殖の場を整備し、資源の回復を図
る。また、南湖の水ヨシ帯に隣接する沖合に、ヨシ帯から連続した砂地を造
成し、ホンモロコやセタシジミの良好な生息空間（漁場）を創出し、資源の
回復を図る。

主 要 工 事 計 画 着定基質（砂地造成）　39ha　、　区画施設（ヨシ帯造成）　5.4ha

事 業 費 1,967百万円

工 期 平成22年度～平成28年度

1
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２．総費用便益比の算定

（１）総費用総便益比の総括

（千円）

（千円）

（２）総費用の総括

（３）年間標準便益

総費用（現在価値化） ① 4,518,910

総便益額（現在価値化） ② 4,722,610

｢水産基盤整備事業費用対効果分析ガイドライン｣（令和７年６月改訂 水産庁）及び同｢参考
資料｣（令和７年６月改訂 水産庁）等に基づき算定

区分 算定式 数値

着定基質（砂地造成） 39ha 1,101,503

区画施設（ヨシ帯造成） 5.4ha 865,279

総費用総便益比 ②÷① 1.05

施設名 整備規模 事業費（千円）

内、消費税額 120,070

総費用（消費税抜） 1,860,538

現在価値化後の総費用 4,518,910

計 1,966,782

維持管理費等 13,826

総費用（消費税込） 1,980,608

漁業外産業への効果 198,413
・水産加工業に対する生産量の増加効果
・出荷過程における流通業に対する生産量の増加効果

自然環境保全・修復効果 56,893 ・水質浄化効果

　区　分
　効果項目

年間標準便益額
（千円）

効果の要因

漁獲可能資源の維持・培養効果 22,960 ・生産量の増加効果

計 278,266

2
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（４）総便益算出表

-15 H22

-14 H23

-13 H24

-12 H25

-11 H26

-10 H27

-9 H28

-8 H29

-7 H30

-6 R1

-5 R2

-4 R3

-3 R4

-2 R5

-1 R6

0 R7

1 R8

2 R9

3 R10

4 R11

5 R12

6 R13

7 R14

8 R15

9 R16

10 R17

11 R18

12 R19

13 R20

14 R21

15 R22

16 R23

17 R24

18 R25

19 R26

20 R27

21 R28

22 R29

評
価
期
間

年
度

割引率
デフ
レータ

費用（千円） 便益（千円） 割引後
効果額合計
（千円）計

① ② ③ ①×②×③ ④

事業費
（維持管理費含む）

事業費
（税抜）

現在価値
（維持管理費含む） 漁獲可能資源の

維持・培養効果
漁業外産業への

効果
自然環境保全・

修復効果
①×④

0 0 0 0

1.732 1.630 138,243 131,660 371,697 1,002

1.801 1.572 135,870 129,400 366,354 0

9,544 0 10,546 18,265

35,119

1.601 1.579 289,812 276,011 697,750 6,530 57,685 10,128 74,343 119,023

1.665 1.573 449,620 428,210 1,121,501 2,004 19,089 0 21,093

143,922

1.480 1.484 305,043 282,447 620,344 15,170 132,483 28,603 176,256 260,858

1.539 1.510 293,103 271,392 630,685 8,351 75,038 10,128 93,517

286,589

1.369 1.446 892 826 1,635 22,960 198,413 50,363 271,736 372,006

1.423 1.484 356,652 330,233 697,364 17,185 149,794 34,419 201,398

361,423

1.265 1.363 892 811 1,398 22,960 198,413 54,775 276,148 349,327

1.316 1.401 892 826 1,523 22,960 198,413 53,265 274,638

337,130

1.170 1.295 892 811 1,229 22,960 198,413 56,893 278,266 325,571

1.217 1.342 892 811 1,325 22,960 198,413 55,645 277,018

313,049

1.082 1.070 892 811 939 19,436 169,361 46,765 235,562 254,878

1.125 1.191 892 811 1,087 22,960 198,413 56,893 278,266

244,984

1.000 1.000 446 405 405 13,564 120,940 29,886 164,390 164,390

1.040 1.000 669 608 632 19,436 169,361 46,765 235,562

141,026

0.925 1.000 223 203 188 7,104 67,678 11,318 86,100 79,642

0.962 1.000 446 405 390 12,096 108,835 25,666 146,597

76,542

0.855 1.000 223 203 174 7,104 67,678 11,318 86,100 73,615

0.889 1.000 223 203 180 7,104 67,678 11,318 86,100

70,774

0.790 1.000 223 203 160 7,104 67,678 11,318 86,100 68,019

0.822 1.000 223 203 167 7,104 67,678 11,318 86,100

65,436

0.731 1.000 223 203 148 7,104 67,678 11,318 86,100 62,939

0.760 1.000 223 203 154 7,104 67,678 11,318 86,100

60,528

0.676 1.000 223 203 137 7,104 67,678 11,318 86,100 58,203

0.703 1.000 223 203 143 7,104 67,678 11,318 86,100

55,965

0.625 1.000 223 203 127 7,104 67,678 11,318 86,100 53,812

0.650 1.000 223 203 132 7,104 67,678 11,318 86,100

51,746

0.577 1.000 223 203 117 7,104 67,678 11,318 86,100 49,679

0.601 1.000 223 203 122 7,104 67,678 11,318 86,100

47,785

0.534 1.000 223 203 108 6,102 58,134 9,722 73,958 39,493

0.555 1.000 223 203 113 7,104 67,678 11,318 86,100

31,711

0.494 1.000 223 203 100 4,098 39,045 6,530 49,673 24,538

0.513 1.000 223 203 104 5,100 48,589 8,126 61,815

13,108

0.456 1.000 223 203 93 1,330 12,668 2,118 16,116 7,348

0.475 1.000 223 203 96 2,277 21,692 3,628 27,597

4,167

0.422 1.000 0 0 0 0 0 0 0 0

0.439 1.000 223 203 89 783 7,462 1,248 9,493

750,018 4,459,388 4,722,610

※評価期間は、便益対象施設が複数ある場合、各施設の整備毎に効果が発生するものとして算定
※端数処理のため各項目の和は必ずしも合計とはならない。

計 1,980,608 1,860,538 4,518,910 371,680 3,337,690

3
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３．効果額の算定方法

（１）漁獲可能資源の維持・培養効果

①施設整備による生産量の増加効果

(ⅰ)ホンモロコの生産量の増加効果

①

②

③

④

　砂地造成により、漁場の水質・底質等の改善が図られホンモロコが増産

単価（円/kg） 700 主要漁港への聞き取り結果より(R7.1)

漁獲経費率 0.57 滋賀県漁業信用基金協会算出の漁業所得率(H28)より

区分 備考

砂地造成により増産されたホンモ
ロコの量(ton)

23.6
「琵琶湖漁業種別漁獲量」のホンモロコ漁獲量より算定

　事業後(R1-R5平均)漁獲量[31.6t] －事業前(H17-21平均)漁獲量[8.0t]

漁獲経費（千円） 9,416 ①×②×③

年間便益額（千円/年） 7,104 ①×②－④
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[整理番号12]

(ⅱ)ニゴロブナの生産量の増加効果

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

区分 備考

１ｈａ当たりの増産量（kg/ha） 4,755

・天然産卵による増産量：71,112 尾/ha (R6ニゴロブナ資源量推定)
・種苗放流による増産量：95,300 尾/ha (R6ニゴロブナ放流尾数)
→水産基盤整備事業費用対効果分析のガイドライン(R7.6)による生残解析より、

1haあたりの年間増産量=4,755kg/ha

ニゴロブナの単価（円/kg) 1,500 主要漁港への聞き取り結果より(R7.1)

年間の漁獲増加額（千円） 38,400 ③×④

造成ヨシ帯面積(ha) 5.4

地区全体増産量(ton) 25.6 ①×②

造成面積あたりの放流経費
（千円）

656 ⑦×⑧×②

年間便益額（千円/年） 15,856 ⑤－（⑤×⑥＋⑨）

漁獲経費率 0.57 滋賀県漁業信用基金協会算出の漁業所得率(H28)より

1haあたりの放流仔魚量(5mm)
（尾／ha)

272,286

滋賀県水産振興協会への補助事業(放流)の経費積算資料より(R7)

放流仔魚(5mm)１尾当たりの単価
（円／尾）

0.446
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[整理番号12]

（２）漁業外産業への効果

①漁業外産業への効果

(ⅰ)水産加工業に対するホンモロコの生産量の増加効果

①

②

③

④

⑤

水産加工業向け比率（％） 0.43

調査日：平成28年12月
調査対象者：県内加工業者
調査実施者：滋賀県職員
調査実施方法：ヒアリング

ホンモロコの水産加工向け増加生
産量（ton）

10.15 ①×②

区分 備考

砂地造成することにより増産され
たホンモロコの量(ton)

23.6
「琵琶湖漁業種別漁獲量」のホンモロコ漁獲量より算定

　事業後(R1-R5平均)漁獲量[31.6t] －事業前(H17-21平均)漁獲量[8.0t]

年間便益額（千円/年） 48,848 ③×④×（1－⑤）

加工品価格（千円/ton） 11,541 県内スーパーや直売所等の価格調査結果より(R8.1)

加工に伴う加工品経費（％） 0.583
小企業の経営指標調査（食料品製造業平均）
（R5,日本政策金融公庫）
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[整理番号12]

(ⅱ)出荷過程における流通業に対するホンモロコの生産量の増加効果

①

②

③

④

⑤

区分 備考

ホンモロコの増加出荷量（その他
(生鮮)の出荷量）（ton）

13.45 ①×②

出荷先市場価格（千円/ton） 4,000 県内スーパーや直売所等の価格調査結果より(R8.1)

砂地造成により増産されたホンモ
ロコの量(ton)

23.6
「琵琶湖漁業種別漁獲量」のホンモロコ漁獲量より算定

　事業後(R1-R5平均)漁獲量[31.6t] －事業前(H17-21平均)漁獲量[8.0t]

水産加工業向け以外(生鮮)比率
（％）

0.57 １－0.43

所得率（％） 0.35

「小企業の経営指標調査」（R5,日本政策金融公庫）より算定
　卸売業・小売業の「売上総利益」÷「売上高」

※当該調査において「売上総利益」は「売上高」－「売上原価」と定義されている。
このため、「所得率」は産地市場での仕入経費(売上原価)を除いた数値である。

年間便益額（千円/年） 18,830 ③×④×⑤
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[整理番号12]

(ⅲ)水産加工業に対するニゴロブナの生産量の増加効果

①

②

②'

③

③'

④

⑤

⑤'

区分 備考

ニゴロブナの水産加工向け増
加生産量(ton)

25.6
・水産加工向け比率 ：１００％

(滋賀県農林水産年報より)

生産量増加に伴う年間加工経
費率（％)

0.583
小企業の経営指標調査（食料品製造業平均）
（R5,日本政策金融公庫）

水産加工品の増加生産量（ふ
なずし）(ton)

8.7
・水産加工品の内、水産物漬物（ふなずし）の比率：３４％
・水産加工品の内、塩蔵品（塩切り）の比率：６６％
(滋賀県農林水産年報より)水産加工品の増加生産量（塩

切）(ton)
16.9

加工品価格
（ふなずし）（千円/ton)

27,705

県内スーパーや直売所等の価格調査結果より(R8.1)

加工品価格
（塩切）（千円/ton)

4,289

年間便益額（千円/年） 130,735 ⑤＋⑤’

年間便益額(ふなずし）（千円
/年）

100,510 ②×③×（１－④）

年間便益額(塩切）（千円/
年）

30,225 ②’×③’×（１－④）
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[整理番号12]

（３）自然環境保全・修復効果

①自然環境保全・修復効果

(ⅰ)貝類のろ過作用等に伴う水質浄化効果

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

　砂地を造成することにより水質浄化の効果が発現

区分 備考

造成砂地の漁獲サイズのセタシ
ジミ資源量の増加量（千個）

2,106 ②×造成面積39ha÷1,000

漁獲サイズのｼｼﾞﾐのろ過量
(ml/hr・個)

200 「エコテクノロジーによる河川・湖沼の水質浄化(H15,ｿﾌﾄｻｲｴﾝｽ社）」より

造成砂地におけるセタシジミの
生息数(個/m2)

5.4 県水産試験場調べによる(R6)

1ha当たりの漁獲対象のセタシ
ジミ資源量（個/ha)

54,000 ①×10,000

下水処理場でのCOD除去量あたりの
年間経費（千円/tonCOD・年）

10,480

湖南中部下水処理場(超高度処理対応)の経費より算出
水産基盤整備事業費用対効果分析のガイドライン-参考資料-(令和7年6月、水産庁)に基づく
デフレータ処理
9,862千円/tonCOD・年[平成17年度] × 110.2/103.7

年間便益額（千円/年） 11,318 ⑧×⑨

ｾﾀｼｼﾞﾐの年間ろ過水量(千m3) 3,690 ④×③×365日/年×24h/日÷10^6

ｾﾀｼｼﾞﾐが南湖の水から年間に
CODを除去する量(tonCOD)

1.08
⑤×1000×⑥÷100×⑦×10^3(m3/l)÷10^9
（mg/ton）

ｼｼﾞﾐのCODろ過率(％) 8.9
「エコテクノロジーによる河川・湖沼の水質浄化(H15,ｿﾌﾄｻｲｴﾝｽ社）」および
水産基盤整備事業費用対効果分析のガイドライン（参考資料）より算出（R7.6)

南湖のCOD濃度(mg/l) 3.3
滋賀県環境白書
平成18年度～平成26年度の平均値
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[整理番号12]

(ⅱ)干潟・藻場の造成による水質浄化

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

造成面積（ha) 5.4

年間の窒素処理量（kg） 1,136 ②×①

ヨシ帯を造成することにより水質浄化の効果が発現

区分 備考

ヨシの年間の窒素処理量
（kg/ha)

210.35 平成６年度赤潮対策技術開発報告書（滋賀県）より

窒素の除去経費（円/kg・年） 27,251
水産基盤整備事業費用対効果分析のガイドライン-参考資料-(令和7年6月、水産庁)に基づく
デフレータ処理
24,779円/kg・年 × 110.2/100.2

年間便益額（千円/年） 45,575 （③×④＋⑥×⑦）÷1,000

リンの除去経費（円/kg・年） 146,186
水産基盤整備事業費用対効果分析のガイドライン-参考資料-(令和7年6月、水産庁)に基づく
デフレータ処理
132,921円/kg・年 × 110.2/100.2

ヨシの年間のリン処理量
（kg/ha)

18.54 平成６年度赤潮対策技術開発報告書（滋賀県）より

年間のリン処理量（kg） 100 ⑤×①
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